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1。年炊総会・赤矧シンポジウム案内

W94年度の年次総会と第7回春捌講演シンポジウムを下記の要領で開催することになり
ましたのでご案内いたしま司、。

年次総会:第 31切役員選出,司f業計画,決算,予算,その他。
赤甥講演シンポジュウム:マン・マシーンインターフェイスのりスク問題

趣旨:さまざまな分野における安全問題を考える際のヒューマンファクタの重要性が関
係者の問で認識されるようになってから久しくなります。そこで、日本りスク研究字会で
はヒューマンファクタにっいて改めて総合的な祝点から討論する機会としたいと考え下記の
講演シンポジウムを企画しました。大勢の皆様の参加を浦待ちして為ります。演者にっい
ては現在交渉中ですので詳細が決まり次第論知らせ致します。
(D テーマ:「りスク学の祝点からマン・マシーンインターフェイスを考える」
(2)日時:平成 6年6月1 0日(金) 13:00 ~ 13:50年次総会

M:00 ~ 17:00 誹淡シンポジュウム

(3)場所:来京火学山」二会餘(来京都文京区木郷7-3-D
(ι)プログラム

D特別講演:安全性とヒューマンファクター(淡者は交渉中)
2)パネル討論会
「りスクァセスメントに浦けるヒューマンファクターの取り扱い」

i)航空機4「故, H)訂動班事故, H i)大型榊造物(原子力発限)事故など
3)懇親会!U上会館 1 階 17:10 一会饗 3,000円程度(予定)
(5)述銘先放射線1匠学総合研究所小林定穫(043-251-2HD

草冊朋子(03-3812-21H 内3502)東京大学医学部
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2, 第7朔研究発表会のお知らせ

日本りスク研究学会の第7回研究発表会を19り4イF1 リ12411(木)、 uj1251'1(金)の2n 岡で予定をくみ、

「制度・システムの疲労・劣化によるりスクとその社会約気轡IU というテーマで、束京都内で1川傑するこ

とになりました。例午の通り多くの会Rの参加を刈H寺しております。また、会11の内外を岡わず、りスク

研究に関するアイデアや視点、実施例についての愆見交換や技松例発の試みのご発表を歓迎いたします。

(1)日時:1994イ1Ξ1 υ]241ヨ(木) 9:30 ・ 16:30

1 リ125日(金) 9:30 ・ 16:00

(2)場所:東京海上本社ビル新館15陪会畿室(東京都千代田区丸の1人」1.2.1 TEL.03.3285.17H)

(3)研究発表は、1人20分程度、討議10分粒度をぢえています。発表件数により変更があることをあら

かじめお断わりいたします。

(4)今回のテーマに関連した特別講淡を予定しております。

(5)船合テーマ:「制度・システムの疲労・劣化によるりスクとその社会的管理」

社会の制度やシステムは、長年の内に疲労・老化・劣化等の謠症状を顕在化させて、内的、外的に

変容を迫られることになる。今回は、種力の分野の制度、システムにおける特微的な11f象をとり上げ、

制度の疲労やシステムの劣化の現状を分析し、それらのりスク評価の視点、誹価力法、りスク樹避・

軽減策、及び社会的レペルでの管理力法の在り力等について労えてみることにしたい。

(6)研究発表は以下の3つの企画セッションと2つの一般セッションとします。研究発表のテーマして

は、りスク研究に関するものであれぱ、特に分野を問いませんが、各セッションに関するケーススタ

ディーなどはとりわけ歓迎いたします。

企画セッション1:「制度・システムに潜在するりスクとその発見及び管理」

上記の総合テーマに関迎する話起として、例えぱ、教介システム、りスク感性、経僧・生産シス

テム、杜会基桃システム(粥轍、交通、上下水近、批気、ガス、廃来物処理、りりイクル等)につい

て考察を行いたい。

企画セッション2:「りスク感性訓練の社会的教育システム」

今後益力、多様化・桜雑化するりスクを管理するためには、法規制や社会及W1等の外的1'池に従

うだけでなく、仙人レペルでりスク感性を磨き、血ら行動できろことが爪饗であり、社会全休と

しての教育システムが求められている。

企画セッション3:「製造物責任とりスク」

最近、製造物資任の法制化の動向が注目されているが、製造物爽'任をりスクとして捉えた上で、

このりスクへの評価・分析乎法や安全対策等について考察を行う。

一般セッション1:「りスクの認知と管理ほか」

一般セッション2:「りスク・コミュニケーションのイ」1り力ほか」

(フ)発表中込み締切:7門末日

(8)発表を希望される力は、氏名(迎名老を含む)、所属、述絡先ご雌話俳号、希望の禿表のセッション

名(上記の企画1、 2、3に加えて一般1、 2いずれか)に研究の槻妾(400字科度)を妓終頁に添付の小込み

川紙に記入の.上、下記までお送り下さい。

京都市左京区吉田木町京都火学工学部衛生工学教室〒606

第7回日木りスク研究学会研究発表会Ⅲ務j品森洋莢.袖宛

Tel.075.753.5155 Fax.075.753.5175
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なお、研究発尖のプログラムの1乢約から、発表;冷文の採択については突村委n会に御一任くださる

ようぉ願い111し上げます。

⑨発尖1京1餅mw :川刀末Ⅱ必膚

(1の誹演妾旨染:発表原桃は誹演要旨染として発行しますので、必ずワープロにて原稿を作成してい

ただきますようぉ願いいたします。原稿は1行48字で42行、 1頁あたり2016字にて4.8頁でA4用紙に

仕上げていただければ、そのままオフセット印刷を効率よく進めろことができますので、御恊力のほ

どお願い小し上げます。恬字10.5ポイント(5号級)、文字ビッチ3/20インチ(3.6mm)、行岡ビッチV4

インチ(6.omm)を基木にいたしますが、原稿を約80%に締小することを留意して図表などを作成して

くださるよう捌頗いいたします。

(11)参加贊:4,000円(予定)(講演要旨集、会場突を含む)

3。日米共同年次学会 a 995、ハワイ)に向けたアンケートのお願い

リスク学会会貝各位

19 9 3年1 2月の S R A理事会において、 1 9 9 5年1 2月第 1 週にハワイにて、年
次学会が閉催されることとなり、日本のりスク学会も同じ場所で連携して開催することで
合意されました。日米共同セッション、 S RAの他のセッション、日本のりスク学会主催
のセッション(日本語)の 3 つが同じ会場群で迎営される予定です。

参考のために、 1 9 9 2年(S肌 Diego)での S R A学会の日程をのせまt (次頁)。
3日問で合計 5 0 P1肌fom sessio"S (約 5 件/セッション)の口頭発表と 5 0 件程座の
ポスター発表がありました。企画の内容など、今後ニュースレターで発表してゆく予定で
すが、当面皆様の御意向をお伺いしたく存じます。
会報の最後の頁にあるアンケート用紙(英文)にビ記入の上、遅くとも、 4月8日(金)
までに、ご回答を船願い巾し上げます。な浦、論文テーマ(口頭またはポスター.セツ
ション)は共同・佃別セッションを企画するためにも是非ご記入下さい。

返送先 盛岡 通 教授 (〒565 吹田市山田丘2-1 大阪大学工学部環境工学科)
Fax NO.:06-87フ-8497
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(粍洲り 1992 Annual Meeting schedule
Thne

Sunday, December 6
9:oo a.m.・ 1:0O P.m.
9:oo a.m.・12:0O P.m.
9:0011.m.・ 4:30 P.m.
9:oo n.m.・ 4:30 P.m.
9:oo a.m.- 5:30 P.nl.
12:30 P.m.・ 5:0O P.m.
12:30 P.m.・ 4:30 P.m.
1:0O P.1n.・ 5:0O P.m.
2:0O P.m.・ 5:30 P.m.
4:0O P.m.・フ:0O P.nl.
4:0O P.m.・フ:0O P.m.
5:0OP.m.・フ:0O P.m.

Rooln

L11ncaster/C11rdiff

Strntf01'd/Dur11ιlnl

Pembroke/Leeds
Bradford/somerset

Lnncnster/cnl'dil'f
M11nchesler

Vψinds01' con11)1ex

Mondny, December7
8:oo n.m.・ 4:0O P.m.
8:oo a.m.- 4:00 P.m.
8:30 a.m.-10:oo a.m.

10:oo a.m.・ 6:0O P.m.
10:30 a.m.・ 5:0O P.m.
10:30 a.m.・ 5:45 P.m.
12:oono011・ 1:30 P.m.
5:30 P.m.・11:0O P.m.

、

Event

Tour: san Dlego
、V01'kshop: Desktop ch引111Cal Rlsk Assessm引lt
XV01'kshop: Risk Analysis F山ld11menlnls
XV01'kS110P: process safety nnd Risk Mana8em引lt plans
、vorkS110P: Resldentiι11 EXPOS山'e
、V01'kS1101): C:11ifomi11'S PI'oposi110n 65
Discussl011: Nnlul'nl DisnslerS ιlnd TeC11n010gy Risks
1991-92 SRA council MCC11ng
Tour: snn Diego zoo
RegiS11'11tion
Book EX11ibit

Reception-A11 Registrants

GミU'den Roonl

Grande HnH

PromenndeDeck

Tuesday, December 8
フ:ooa.m.・ 8:30 a.m.

フ:oo a.m.・ 8:30 a.m.

フ:oo a.m.- 8:30 a.m.

8:oo a.m.・ 4:0O P.m.
8:oo a.m.- 4:0O P.m.
8:30 a.m.・ 6:0O P.m.
8:30 a.m.・ 5:0O P.m.
8:30 a.m.・12:oo noon

12:oo noon・ 1:30 P.m.
1:0O P.m.・ 5:45 P.m.
フ:0O P.m.・ 9:0O P.m.
フ:30 P.m.・ 8:30 P.nl.

Grande HaH Foyer
Grande Ha11

Ba11room

Grande Ha11

(see pageS 6-17)
Grnnde Ha11

The crown Rooln

巖デ

Regisu'ation
BookExhibit

Plenary sesslon
Riskv,,ιlre '92 (EX11ibiり

Stuart

ExecUⅡVe

York/Kent

Grande Hn11 Foyer
Grande H1111

G捻ndeHaⅡ

(see pageS 6-17)
Grnnde Ha11
The crown Room

G立lnde HaH

Υゾindsorcomplex

Plnlfofhl sessi0船

POSICI' session l: Tnlck 4/vldeo present爪10n

Lunclwon MCC11ng
Tour: Tijunn11 S110PI)1ng wi{11 Dlnner

'

Wednesday, Decembel' 9
8:0011.m.- 11:oo n.m.

8:oo a.m.- 11:oo a.m.

8:30 ILnl.- 3:0O P.m.
8:3011.m.- 5:0O P.m.
8:30 ι1.m.・ 3:30 P.m.
12;oo noon・ 1:30 P.m.

Breakfast: New Members

Brenkrnst: chnpler Repl'esenlntives
Breakfast: F01'eign Reglstl'ants
Reglstrn60n
Book Exhibit

6X q ご2午 Sess;&ゞ

Hanover

Edlson vj

Babcock A/B

Slory E/G
Slory F/H

Risk＼八lare '92 EX11ibiり
PlatfonTl sessions

Poster session l: Track 4/vldeo presentatlon

Luncheon-SRA Business Meeting
Poster session 11: Tracks l,2,3,& 6/vldeo presenlation
1992-93 SRA counC11 Meeting
Specialty Group Meetings
Risk communicatlon

EC010glcal Risk Assessment
Englneel'1ng
Glob111 Risk Analysls
EXPOS山'e Assessment

GI'ιln(1e H1111 Foyel'
Grande HaⅡ

G川n(1C Hn11

(sec l)ageS 6-17)
Grande HaH

ThecrownRoom

6X午*ユ¥ S々S5!6、、J

フ'he sRA oolce wi11 he localed i11 RO011136 ι11 リ1e holel.

RegiS11'a{ion
Book EX11iblt

Riskv/:11'C 'り2 EX11ib11)
6 X ι6.)、q くessゞケハS1)1nⅡ'oml scssions

Post引' session H:'1'1'ιIcks l,2,3,& 6/video presen111tion

Luncheon Meeting

、
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4。第6回研究発表会の報告

日本りスク研究学会第6 回研究発表会は、咋年H月25・26日の両日、新宿の高層ビル群
にあります安田火災海上保険(株)の誹堂を拝佶して開催されました。本学会の学際的性
質を反映して、さまざまな領域から約100堪の参加があり、熱意のある発表と活発な討論が
ありました。企画セッションについて、司会者によるまとめが次の学会誌に掲載される予
定ですが、講演要旨をはじめ、個々の研究発表の内容は論文集(90頁)に祓せてあります
ので、学会事務局までご請求下さい(一部:3、 0 0 0円)。

日本りスク研究学会第6 回研究発表会プログラム
1 1月2 5日(木)

9:30-11:30 企画セツシヨン 1 (りスク・コミニニケーションと意思決定)
司会内山巖(国立公衆衛生院)

D 化学品安全管理のためのりスク・ニミュニケーション

0関沢純、大竹千代子(国立衞生試験所)、大島却夫(化学品安全管理研究所)、
後藤京子(日本中毒情報センター)

2)神奈川県における化学物質環境安全対策と情報提供

0松本徹(神奈川県環境音山、吉見洋、岡敬一(杣奈川県環境科学センター)
3)消聖者の安全のために製造者に求められる商品情報

ワン松子(国民生活センター)
4)りスク・コミニニケーションにおける消賓者の役割

神山美智子(東京弁護士会)

13:00-14:00

rりスク学の課題

シンポジウム1ι:10一玲:30

「りスク対話と リスクの説明と同意(インフォームド・コンセント)」

司会三浦卓(国立環境研究所)
D 環境問題におけるりスク・コミュニケーション 中村正久(滋賀県琵琶湖研究所)
2)事業者と住民のりスク 山中芳朗(電力中央研究所)ニニ.ケ^ションミ.コ

3)診療放射線技師教育におけるりスク・コミュニケーション教育

岩波茂(北里大学医学部)

4)医師と患者のりスク・コミュニケーション箕輪良行(自治医科大学大宮医療セソター)

特別講演 司会

安全と危険』

末石冨太郎(初代会長、京都精華大学)

(企)11月26日

一般セッション 1 (りスク評価とりスク認知)9:30-11:30

司会 関沢純(国立衛生試験所)

D 放射線りスク評価のための動物実験に船ける統計的モデルの適用にっいて

緒方裕光(国立公衆衛生院)
2)一般人の量・反応関数の認知について 中谷内一也(関西女子学院短翔大学)
3)日本とフランスにおける放射線りスクに対する認識の差

0斉藤節子(放射線疫学朋査センター)草問朋子(来京大学医学部)
り医療従事者のⅢV感染者・エイズ患者に対する意識と診療榊造一全国調査結果の分析

0広瀬弘忠、中村仁美、中敏菜穂子、宮川稜子、杉浦祐子、
高梨端恵(東京女子大学文理学音め

酒井泰弘(筑波大学社会科学系)



企画セッション2 (りスク・マネジメントと保険)12:30-14:00

司会加藤和彦(安田火災海上保険)
朝見行弘(福岡大学法学音DD 製造物責任りスクと保険
森宮康(明治大学法学音田2)企業経営とりスク・マネジメント

3)危機管理におけるりスク・コミュニケーションミ

首藤信彦(東海大学政治経済学音D

企画セッション3 (環境監査:製造者と消安者のりスク・コミニM:00-16:00

ニケーション)

司会天野博正(電力中央研究所)
矢部浩祥(中央大学商学音D環境監査の考え方給よびその動向
木暮和美(日本エヌ・ユー・エス(株))公害防止管理から環境監査ヘ

環境資源・経涜勘定系と予見的りスク管理池田三郎(筑波大学社会工学系)

リスク情報の提供にかかわる制度的枠組みについて浅見政江(慶応義塾大学大学院)

5。事務局だより

5.1 会費納入の船願い

1994年度の会安の納入を為願い致します。学会費のほとんどは学会誌、ニュース・
レターの発行に使われていますので、早期の納入をお願いいたします(郵便為替用紙在中)。
学会饗は 1990年座以来、下記のように据霞いてがんぱっています。また、通信経安
の節約のため学会の領収誓は発行しませんが、必要な方はお知らせ下さい。
なお、 1993年座以前の会喪の未納の方は(封筒にお知らせがあります)出来るだけ
早く納入下さい。

正会員(国際、国内) 000円、

準会員(学生) 500円、

賛助会員 000円、

振込先:郵便振替番号:宇都宮 3- 11964

日本りスク研究学会

3 0 5 つくば市天王台 1 - 1- 1

筑波大学社会工学系池田研究室気付

銀行口座:常陽銀行研究学園都市支店普通口座 6814236
日本りスク研究学会

虻

'

339 (32D

5.2 会員状況

会員状況(1993年4月20日一 199ι年3月15日
新規入会継続

(18)

正会員

準会員

贅助会員

286

H

注:()の数は前年度の会員数

(28ι)

(8 )

17

314 (308)

a 6)

まで)

退会

(13)

(3)

6 (5)

0 (の
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25 (18)
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5.3

会員各位

拝啓:日本りスク研究学会も、創設以来、年1回の研究発表会および赤季講演の閉催、
学会誌の発行(年1回)、日本学術会議ヘの加盟など、りスク学の発展の為に着実に歩ん
でまいりました。さらに、会員諸氏および'りスク学事典編染委員の努力により、学会誌特
集号として、「りスク学のアプローチ」が完成し、お手元に翁届けすることができること
になりました。りスク学を学び、研究する者にとって有益なものであると確信していまt。

これを機会に、学会発表、論文の投稿等を奨励し、りスク研究の発展を促すために、下

記のような「日本りスク研究学会賞」の創設を決定致しました。冒下、理事会にて選考方
法など細部を検討している段階です。
つきましては、学会賞基金を創設するために、会貝諸氏の募金を翁願い出来ないでしょ

か。優れた研究を生み出すために会員が互いに浄財を持ち寄り、これを原資に運営しよつ

という趣旨です。何かと物いりの時期で誠に恐縮ですが、学会賞創設の意義をご高察のつ

上、是非ご協力下さるようお願い申し上げます。
敬具

学会賞基金ヘの募金の船願い(再掲)

日本りスク研究学会賞(案)の概要

学会賞:論文賞(本学会誌上発表された優秀な論文.を対象とする)
:奨励賞(本学会の研究発表に船ける発想、方法、事例等

の優れた研究を対象とする)

学会賞基金募金目標額:200万円
1000円募金10

..

(正会員:3 - 5 口程座、賛助会員:5 0- 10 0 口程度を目標)
平成5年9月~平成6年9月(同封の振替用紙を御利用下さい)募金期間

担当役員:総務担当理事内山巌雄(国立公衆衛生院)
問い合わせ先:日本りスク研究学会事務局筑波大学社会工学系池田研究室気付

〒 305 茨城県つくぱ市天王台 1-1-1 Tel.0298-53-5380, F訊.0298-55-3849

日本りスク研究学会会長

学会賞基金募金状況

(賛助・企業会員)
東京海上火災保険(株)、
大成建設(株)原子力部.、

(個人会員

末石冨太郎

佐藤茂秋

田中勝

大塚正弘

池田正之

盛岡通

木下冨雄

順不動)

谷口守

菅原努

堀内三郎

田口幸夫

池田三郎

甲斐价明

(小計

(平成6年1月末現在)

木下 冨雄

合計

日本モンサント(株)、
セメダイン(株)

大島卸夫

横山栄二

辻本誠

酒井康弘

山田明男

木下芳広

37名 2430)

4010 4 0 1

芥潤一

田村坦之

森澤眞軸

村山武彦

天野博正

狩野文久

日本エヌ

(小計

, 000円

.ニ、^

15

関沢純

明畠高司

植田和弘

田所孝生

池上淳

関沢愛

・エス

80 )

(株)

高月紘

吉川鞭子

本田靖

玉井浄

堀田敬之

岩波茂

一
、
、

.
ず



5.4 学会誌第 6巻第 1号ヘの原稿(論文、短信)募染
当学会では 10月末に日本りスク研究学会誌第6巻第 1号の発刊を予定しております。
昨年の第6回研究発表会での講演を中心に編集する方針ですが、会員の皆様の研究成果や
ご意見を積極的に掲載する予定です。特に、「りスク」問題に関して会員の皆様が日頃お
考えのご意見を「研究短信」としてまとめていただき、できるだけ数多く掲載する予定で
すので下記の要領でご寄穂下さい。
(D 原稿締切:1994年6月30日(但し、研究論文は 4月30日)
(2)原稿枚数:研究短信 1~2頁、寄稿論文 1~6頁、研究論文 8頁以内、

(すべて刷り上がり頁数)な船、規定ページ数に船さまった場合は掲載
料は無料としますが、超過した場合は、超過ページ数に応じて印刷等に
係わる賓用を負担していただくことになります。

(3)論文別刷り: 100部以上50単位で、有料にて申し受けいたします。
(4)原稿サイズ:1ページにっきι0行22字詰め(図表等,、べてを含む)
(5)採否の決定:寄稿論文、研究短信は編集委員会が採否を決定いたします。研究論文は

複数(2名程度)の査読者による審査結果にもとづいて、編集委員会が
採否を決定いたします。

(6)投稿.執筆要領:日本りスク研究学会誌巻末に記載の投穂・原藩作成規定を熟読の上、
投稿して下さい。既刊号の論文、短信の体裁もご参考にして下さい。

5.5 他学会ニュース

ICCEF'94

Slxth lntemational

Conference

On the combined Effects

Of Envlronmental

Factors

第6回国際環境複合影響会議

r

WBlcome to Toyama

YVθIcom日 10 lho sl×1h ln!oma110nal conlorencB

On lhe comblned E!fects ol Envlronmen!al

Faclors. 1CCEF94. The conference wiⅡ be

held ln Toyama. Japan, durln9 1hθ Perlod of
September 25 to seplember 28.1994. Thls
Confer日ncB ls organlzed under lh日 ausplcBs of
th日 lnlema110nal soclety of complox
Environmental studies (1SCES)

ICCEF'94 1nviles a11 Sclen11Sts who arB

inlerested ln lhe complex lnlBraclions or
Comblned effecls of varlous physlcal,
Chemical.・psycho・soclal and bi010gical
environmenla11actors on human hea11h. The

Conference W川 bB a good opportunily to
exchan9θ new informalion and ldθas on the
mordern approaches lo melhod010gy of
Studles. rlsk assessmenls and contr01 0f
inleraclive elfecls of envlronmentalfactors.

In Toyama you W川 also enjoy lh日 modem and
Old Japaneso lif日.swles and the beaUⅢUI
Scenery and Ⅷld引ness 01:he mounlaln range.
Tateyama (1he Japan North AIPS ). atlalnlng
3.ooo m ln eleYalion.

f

SEPTEMBER

25 ・ 28,

1994

T O YA M A

JAPAN

First

Announcement

and

Ca11for papers

Pr日・reglstrauon Form

ICCEF'94

口 Flease send me the second

announcemenl.

O l am lnlerested in subm11tlng an
abslracl. P1日aS日 Send mθ lhe

author's klt.

T川θ:口 Prof9Ssor 口 Dr.口 Mr.口 MS.

P・j夙尼' 4.
MlnorU 1くASUYA

Presldenl and chairman

ICCEF'94

Name Fam11 name

First name

0『ganization

Ma川ng Address

Counlry

8

Telephone
Fax

Retum lo

ICCEF94 SECRETARIAT

DEPT. PUBUC HEALTH

FACULTY OF MEDICINE

TOYAMA MEDICAL &

PHARMACEUTICAL UNIVERSITY

2630 SUGITANI,

TOYAMA.930.0I JAPAN

TelephonB:0764.34.2281
Fax:0764・34・5023
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5.6 乗境工学述合講演会

日本りスク研究学会も共位学会のーつとして参加しています日本学術会議浦よび環境工
学研究連絡委員会主催の第 9 回奨境工学迎合講演会が平成 6年1月18-19日に日本学術会議
にて朗催されました。本学会からは草榔朋子理事が学会を代表して研究窕表をしていただ

きました。発表論文の題目およぴアブストラクトを以下に示します。

第9河環境工学述介講演会誹演論文染平成6年111

⑪高密度化社会における健康りスクに対する考え方

ABSTRACT ;

This article describes the basic concepts of he誠th effects of radiation 即d

radiation sa壬ety. we could not completely prevent the health risks with radia-

tion exposure. because the health risks from low dose irradi社tion have not been

exactly defined. AISO. we could not keep away from potential risks of unexpected

Suauons. The procedures ot risk estimation and risk management in the hi創1

tecn010gical society are strongly needed . We estimated health risks of low

dose radiauon trom assU1叩Uon based on Hnear dose response relationS11ip

Wiu】out threshould. on this assumption. the system of radi010gical protection,

Which consisted of justification of practice. optimization 0壬 Protectlon and do

Se limitation . were establised for radiation protection and safety.

K別W肌DS ; radiation, health risk, probablistic risk. radi010gical protection

Health 磁Sk for Radiation and lt ' s contr01
号'

1.はじめに

種々の有害要因の批あるいは濃度の検出感度が高くなったこと、および、分子レベルの

影響まで検出可能になったことなどが関係し、新技術の導入・1捌発に伴う健康りスクおよ

びその制限に対する基本的な考え方を整理しておくことが埀要である。

技術開発に伴う環境要囚のーつである放射線には、環境中の扱、濃度はもちろんのこと

佃人毎の暴露mすなわち被ばく線1;1;まで測定できるという他の環境要因にはない特徴があ

る。また、冽川の初期の殴階で人の放射影郡糸害小例が多発したために人休膨轡に関すろ仙

鞁が比較的豊富であるということも1寺徴のーつである。

これら二つの特徴が関係し、放射線による人体影醤に関しては線扱・反応関係あるいは

線量・影瓣関係が明硫にされており、放射線に関する安全問題は他の環境要因に比ベてよ

り定量的に検討されてし)る。そこで、放射線影排および放射線安全に対する基本的秀え方

は、他の環境饗因の安全岡題を考える際の参考になる。木稿では、放射線の健康影辨・リ

スクその制御にヌ、jする基木的な巧え力を述ベることにする。

*東京火学医学部放射線健康管理学教室 Department olRadi010glcalHealth. Faculty

Of Medicine. The Tokyo university

日本りスク学会 The society for Risk Analysis

草脚朋子*

Tomoko KUSAMA*

ー
ー
ー
冒
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5.7 S RAニニース

学会誌 Rlsk Analysis (V01.13,即.6,

複写サービスを有料(コピー代と郵送料

な方は事務局までお連絡下さい。

V01.13, NO.6

ARTICLES

Agenり' communlcation, community outrage, and perceP110n of Risk: Threc simulation Experiments
PelerAf. sa11d111a11, pa1ιIN. Aイi11e11 BI'ande11 B.ノ'oh11ぶ011, n11d NcilD.1Vchlslchl

Unccrtalntics in P11amlacokinclic Modcling for pcrC1110roclhylcnc: 11. comparison of Modcl prcdictlons
W11h Dala for a vnrlcty of DlffcrC川 1)aralnctcrs

Dale Ha11ば 1コaU11Wlile, a11d paU1κodl

Incorporatlng st川Ctural Models inlo Rcsearch on t11C social Amplification Of Risk:1mplications for
Theoly construction 肌d Decislon Making

1ジilh'am /. BU斤IS,,aιιI slovic, Roger Kn町)e1智011,ノ'ea1υle καSpe13・011, Orι1νi11 Re1υ1,
a11d Sガ11ivas E111a11i

Conditlona11nnucnco Dlagranls in Rlsk Managcment
yua11 H011g ahd Ge01苫e HPO$10lakis

Rlsk Assessment for Analoxin: An Evaluntlon Based on 111C Multlsla c Model
ノ・ B01νe即, B. BI'OW11,ノ.邑フπ'11ger,ι.7011ejゞ011, R.ι'ore11ιZe11, a11d s. Heπ1),.

Decidcd!y Diffcrcnt: Expcrt and public vicws of Risks from a RadioaC駈Ve 、vaste RC .1
/a"1es Fb,hπ, paulslovic,口hd c K AI'erlz

Social Equiw and Environmental Risk
Rae zinuhenπaπ

Comparing TO×1C010glC 抑d Epldcmi010glc S山dlcs: Mcnlylcno chloridc - A casc slud
ιeslie 7: slay11er ωld バ.ノ'01川 Bailer

Perceived Risk, TNst, and Democracy
夕aulslovic

SOFrwAREREVIEW
Pa1ιID.λfo$kowilz ・

1993)の目次を給知らせします。記事、論文の

郵便切手で代用可能)にて行いますので、必要

Risk Analysis

CONTENTS

鴫、
^

叉

BOOKREVIEWS

December 1993

585

599

6H

625

637

643

649

10

667

675

683

685

.

.
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5. 8 学術会議ニュース

平成6年(1994年)度日本学術会識・国内学術研究団体共同主催国際会議概要

叢

母体機関

名

共催団体

第8回国際神経・筋学会

参加予定人数
參加子定国数

世界神経連合

開催時期

日本神経学会

開催場所

開催問際

田外
国内
計

組織委貝会
委貫

1,100人
800人
1.900人〔41か国・ 2 地城〕

7月10日~15日(6日問)

京都市(1司立京都国際会館)

第24回国際園芸学会議

4年ごと

長

国際園芸学会

母休機閧

譲

国立精神
名誉総長

聞芸'戸会

名

共催団体

第21回世界心電学会

神経センター
栄二郎1

口

国外
国内
,t

参加予定人数
巻加予定国数

世界心電学会

「日木学術会議だより」について御意見・お問い合
hせ等がありましたら.下記までお寄せください.

〒106 東京都港区六本木7-22-34

日本学術会議広報委貝会電甑03(3403)6291

1,000人
750人
1.750人〔88か国・ 2 地城〕

開催時期

日本心電学会
(Rt)日本心臓財団

8 児 21日~27日('1日描D

第30回錯休化学国際会議

開催場所

京都市'(岡立京都国際会館)

開催問鱸

国外
国内
計

4年ごと

国際純正・応用化学速合

組織委貝会
委貝

束京農業大学農学部
教授岩田正

500人
1,000人
1.500人〔30か国〕

(社)日本化学会
錯体化学研究会

7月3日~ 7日( 5日問)

日本学術会議主催公開講演会
女性科学研究者に期待する

日本学術会議は,学術の成果を国民に這接還元するため
の活動として,日本学術会議会貝が講師となウて,市民を
対象に年3回公開講波会を開催してぃまt。
この度.次の公開講演会を開催しますので,お知らせし
ま'上.多数の力々の御来場をお待ちしてぃます。

(1)日時平成5年H月26日(金) 13:00~16:30
②会場日本学術会議講堂

(地下鉄千代田線r乃木坂駅」下車徒歩1分)
③テーマ r女姓科学研究者に期待する」

(4)波題及ぴ演者

・女性科学研究老問題に関tる日本学術会議の取組

(第5部会貝,東北学院大学工学部教須藤

授)

・女性学ジェンダー論の発展と役割

加蕨春恵子・(第1部会貝,来京女子大学現代文化
学部教授)

・自然科学分野に見られる女性進出とこれに伴う諸問題

本問愼(第6部会貝.束京農工大学農学部教
授)

横浜市(横浜国際平和全議場)

第47回国際惰被ドキュメンテー
ション連雛総会

国外 300人
1引内 700人

計 1,000人〔46か倭1・ 2地城〕

毎午

長

国際情報ドキュメンテーション
述盟

国立療養所中野病院
病院長穿見建

(社)情報処理学会
(社)情報科学技術協会

7月24日~29日( 6日間)

利

京都市(国立京都国際会館)

情報知識学会

国外 400人
国内 800人

1ないし2年ごと

リ

(準備委貝会{怯制立命1飫学理工字部
教投大瀧仁志

計 1,200人〔55か国・ 1地城〕

10月2日~ 9日( 8日間)

大宮市(大富ソニソクシティ)

第2回国際病態生理学会総会

^

2年ごと

囿際病態生理学会

国文学研究資料館
客貝教投菰侃

日本病態生理学会

国外
国内
計

500人
800人
1,300人〔62か国・ 2 地城〕

n月19日~24日(6日問)

鎮男

.女性科学研究考の地位向.hと基繋整イ荊(スウェーデン
を例として)

一番ケ神派子(第1部会貝,日本女子火学人問社
会学部長)

京都市(1司立京都国際会館)

4年ごと

B本識器製藁株式会社生物活佐科学研究所
所長火村裕

〔中込'方法〕
聴講(入場無料)を希凱される力仕,はがきに,郵便将
, 1主j;斤,氏名を明ldし., Hn12日までに下記あてお申し1

込みください(複数人の速記可. FAX送付おD。締切η後

も.席に余裕があれぱ,受け付けますので,下記あてお問
い合わせください。

〒106 東京都港区六本木7 -22-34

日本学術会議事務局「公開講演会係」
TE L 03-3403-6291q廿内線228
F A X 03-3403-6224

.
"

会

会



日米共同年次学会(1995、ハワイ)に向け九了ンケートのお願い

Question to Japanese soclety members (1ncludlng non-membcrs) concernlng to sR< Jolnt

meeting at ⅡawaH or us west coast ln Dec. of 1996.

Society for Risk <nalysis, Japanese section should declde whether the society hold a

S1てA joinも meeting as a cosponsor at Hawali or us west coast ln Dec. of 1996 0r not.

Please show your opinlon for each question.

D Are you intending to participate in the planned joint meeting?

O l probably particlpate.

O l sha11 not partlcipate.

2)'rho tltle of toplcs ls as f0110WS:.___________._.____________.__________,,.__._"_"__.___.

111稔1ξaに1二釜f弓二会凌Υご二戸会ごL二i1Ξ'盆1七と三1二1____'含'ム"を0'L長絵_4まA'^、___tιイム伽"^、、、1、ーーーーーーーーーーーーーーーー、.

3)<re you intendlng to send an entry of group tour, which W111 take around one

thousand d011ars lncludlng alr tlckets and comfortable hotel bed wlth breakfast?

Yes. I wi11 take part ln the

口 NO.1Wi11 go on lndlvldual

口 NO.1 Wi11 not go to usA.

4) whlch do you like to present your paper ln Joint session in Eng11Sh or partlcular

Sesslon in Japanese in the meetlng?

joint session ln Eng11Sh

梗

口 Particular session ln Japanese

口 not determined

、、

5) Do you have any comment or advice on planning and management of the meeting?

group tour.

basls.

6) please send this questionnalre to f0110wing persons of non-members.

Name :

<ddress

FAX NO.:

Please return this sheet to Dr. T. Morioka not later than 選eb..丑.APV.× 9_ 199ιヂ・.
FAX NO.:06-87フ-8497
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